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(10)「プロジェクト型学習」(PBL: Project Based Learning)









(Miyake, 1986，Cognitive Science, 10(2), 151-177)
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• 2014: A,体液性免疫 B,1次応答と2次応答 C, 細胞性免疫
• 問い「どうして予防接種を受けるとはしかの発症を防ぐ
ことができるのか？
– 1次応答と2次応答の違いを自分なりに説明可能に
エキスパート活動 ジグソー活動
26
学習者なりの対話を通した知識構築
授業前日・予告なし
授業終了翌日・予告なし
授業前日・予告なし
授業終了翌日・予告なし
単なるジグソー法（正解到達型）
〈問い〉豊臣秀吉がつくった３つの制度について学ぼ
う
〈部品〉
Ａ．太閤検地について
Ｂ．身分統制令について
Ｃ．刀狩令について
⇒秀吉は村ごとに石高と耕作者を定める太閤検地，武
士と農民を厳しく区別する身分統制令，農民から武器
を取り上げる刀狩という３つの制度を作った
想定される対話は？：
知識構成型ジグソー法（目標創出型）
〈問い〉豊臣秀吉はどんな社会を作ったのだろうか
〈部品〉
Ａ．太閤検地について
Ｂ．身分統制令について
Ｃ．刀狩令について
⇒秀吉は，武士と農民を厳しく区別し，刀も取り上げて，
農民が確実に年貢を納めないといけない社会を作った。こ
れによって農民が反乱することを防ぎ，年貢も確実に手に
入るので，武士にとっては安定した社会になった。
「秀吉，お前も農民だろ」
「今って誰にとって住みやすい社会なのかな？」
想定される対話は？：
〈エキスパート資料〉
Ａ．血液循環と腎臓
Ｂ．腎臓で行われる「ろ過」の仕組
Ｃ．腎臓で行われる「再吸収」の仕組
⇒どんな<問い>が考えられそうでしょうか？
高2 体内環境の調節
（１）腎臓のはたらきについてまとめよう
（２）腎臓はどのようにして体内環境を調節してい
るのか
（３）腎臓について調べ，ポスターを作ろう
あなたは、授業の最初に学生に問いかける問
いとして、どの「問い」を採用しますか？
これまで取り組んできた講座・授業を見直し、
グループでアイデアを出し合いましょう
得たアイデアを基に、修正版を作成しましょう
検討と共有
資質・能力を使うALではなく、資
質・能力を育むALで必要な学習活動
1. 一人では十分な答えが出ない課題をみんなで
とこうとしている
2. 課題に対して一人ひとりは「違った考え」を
持っていて、考えを出し合うことでよりよい
答えをつくることができる期待感がある
3. 考えを出し合ってよりよい答えをつくる過程
は一筋縄ではいかない
4. 答えは自分で作る、また必要に応じていつで
も作り変えられる、のが当然だと思える
これからの授業と評価
• 資質・能力を出現させる学習環境を用意して、
主体的・協働的に学ばせること…深い理解の
実現と同時に問題の発見にもつながる
• 学習者が「自分なりのことば」で説明する活
動を通して、学習内容を自分ごとにすること
が、次の学びにつながる
• これらの経験を、できるだけたくさん積んで
いくことが「良さ」を学ぶことにもなる（資
質・能力を積極的に使いたくなる）
• 上記のプロセスを経て「自分なりの理解」を
構成したかどうかを評価していく必要性
